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 要  旨 
情報理論とは Shannon が 1948 年に発表した論文“ A Mathematical  Theory of 
Communication”から始まる通信工学や情報工学をはじめとする多くの分野の基礎知識である．
情報理論において通信路を介して伝送できる情報量の理論上の限界を通信路容量と言う．通信
路容量は通信路が特定の形をしているとき以外は解析的に値が求まらない．そこで通信路容量を
求める数値計算アルゴリズムが必要になる． 
情報理論でよく用いられる基礎的な通信路モデルとして無記憶通信路がある．無記憶通信路と
は通信路からの出力が現時刻の入力にのみ依存し，それ以外の過去の入出力系列には依存しない
通信路モデルである．無記憶通信路の通信路容量は，1972 年に Arimoto-Blahut アルゴリズムが
提案され通信路容量を計算することができる．また Arimoto-Blahut アルゴリズムを高速化する
手法についても 2010 年に Yu により提案されている． 
一方で応用的な通信路モデルとして記憶のある通信路がある．記憶のある通信路とは通信路か
らの出力が現時刻の入力だけでなく，過去の入出力系列などにも依存する通信路モデルである．
特に通信路の状態数が有限のものを有限状態通信路と言う．有限状態通信路の通信路容量は，
Vontobel らにより提案されている Generalized BAA を用いて計算できる．ただし
Arimoto-Blahut アルゴリズムの場合と異なり，Generalized BAA では通信路容量そのものを計
算しているわけではなく，ある近似式を用いることにより通信路容量を計算している．そのため
有限状態通信路では，無記憶通信路のときに問題にならなかった通信路容量の計算精度の問題が
出てくる．また Generalized BAA の高速化アルゴリズムについてもまだ提案されていない． 
本論文では具体的な通信路モデルに対して，有限状態通信路の通信路容量を Generalized BAA
を用いたときの通信路容量の計算精度について検討するとともに，Generalized BAA の高速化ア
ルゴリズムについて提案する． 
 
 
